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作業グループ（線量計算等）における検討経過について 

－食品由来の暫定的な線量推計（概要）－ 

 

【目的】 

  東京電力福島第一原子力発電所事故発生以降の日本国民における食事による放射性物質

の摂取に伴う預託実効線量を、これまでに得られている食品中の放射性物質の実測データ

を用いて算出し、食品の放射能汚染のリスク管理に資する基礎的データを収集する。 

 

【方法】 

１．実測値に基づく方法 

平成 23 年 6 月 20 日までの期間で厚生労働省が集約した食品中の放射性物質のデータ

（厚生労働省の Web サイトで公開されているものと同じデータ）と厚生労働省が行った食

品の摂取量調査を組み合わせ、摂取した放射性物質の量から線量への実効線量換算係数を

用いて東京電力福島第一原子力発電所事故の発生から現在までの食事からの預託実効線

量を推計する。また、7月以降も 6月と同様の汚染状況が続いたと仮定した場合の一年間

の摂取に伴う預託実効線量についても検討する。この推計では、米などの収穫期を迎えて

おらず、測定されていない食品の放射能の濃度は 0Bq/kg としてあつかう。また、お茶は

生茶葉 10g で 300ml の飲用茶になり、生茶葉の放射性セシウムの 6割が飲用茶に移行する

と仮定した。母乳は国際放射線防護委員会の資料（ICPR Pub. 95）の換算係数を用いて母

親の摂取量から母乳を摂取する乳児の線量を計算した。さらに、検出限界であった測定デ

ータは一律 10Bq/kg と仮定した。 

 

２．推計を加えた方法 

上記１.の実測値に加え、収穫期を迎えておらず測定されていない食品のうち、特に国

民への影響が大きいと考える米について汚染濃度の推計値を設定し、一年間の食事からの

預託実効線量を推定する。具体的には、作業グループ（食品分類等）での検討結果を踏ま

え、米の耕作土壌の放射性セシウムの濃度を 5kBq/kg と仮定し、放射線医学総合研究所の

（資料４） 



田上恵子博士が日本、韓国、中国の土壌から米への移行係数データから推定した白米の濃

度の中央値等を預託実効線量の推定に用いた。（検出限界であったデータの取り扱いは１

に同じ） 

【暫定の試算結果（試行計算）】 

代表値の置き方や分布モデルの置き方等について検討の余地があるが、試行として以下の

ような計算を実施した。放射性ヨウ素は物理的な減衰を考慮した。 

 

１．実測値に基づく預託実効線量推計 

 （１）平成 23 年 3 月～6月の 4ヶ月の実測値の中央値濃度による線量推計（mSv） 

摂取期間 全年齢 
集団の特性 

妊婦 小児 胎児 乳児（母乳摂取のみ） 

３月 0.011 0.010 0.034 0.022 0.019 

４月 0.007 0.006 0.014 0.007 0.005 

５月 0.007 0.006 0.008 0.004 0.002 

６月 0.009 0.008 0.009 0.005 0.002 

計 0.034 0.030 0.065 0.038 0.029 

＊小児：1歳～6歳 

＊妊婦の食品の摂取量(代表値)は、全年齢集団に比べ少ないので線量が小さくなっている。 

 

（２）7月以降は 6月と同じ状況であると仮定した場合の中央値濃度による平成 24 年 

2 月までの推計線量（mSv） 

 
全年齢 

集団の特性別 

妊婦＊ 小児 胎児＊ 乳児（母乳摂取のみ） 

年間合計 0.106 0.07 0.137 0.063 0.044 

＊胎児と妊婦は妊娠期間中（9ヶ月間）の推計値。 

 

（３）平成 23 年 3 月～6月 20 日までの中央値濃度の食品を一年間あるいは妊娠期間中 

摂取した場合の推計（mSv） 

 
全年齢 

集団の特性別 

妊婦＊ 小児 胎児＊ 乳児（母乳摂取のみ） 

年間合計 0.096 0.064 0.106 0.036 0.022 

＊胎児と妊婦は妊娠期間中（9ヶ月間）の推計値。 

 



２. 実測値の他に推定値（米）を使用した線量推計 

（１）平成 23 年 3 月～6 月 20 日までの中央値濃度の食品（米は推計値）を一年間あるい

は妊娠期間中摂取した場合の推計（mSv/年） 

 全年齢 妊婦 小児 胎児 乳児（母乳摂取のみ） 

年間合計 0.111 0.072 0.118 0.039 0.024 

＊米の中央値は白米を摂取すると仮定し 7.7Bq/kg とした。 

＊胎児と妊婦は妊娠期間中（9ヶ月間）の推計値。 

 

【考察と課題】 

○ 今回のシミュレーションでは、実測値に基づくもの、推定値を併用したものの何れでも、

食品からの被ばくは安全性の観点で相当程度小さいものに留まると推計された。 

＊自然放射性物質(放射性カリウムなど）の摂取による年間実効線量(日本平均）は

0.4mSv 程度 

○ ただし、今回の値は試行的なものであり、①どのような代表集団とするか（測定代表値

の設定の仕方（90%タイル値、第三四分位数、中央値等））、②それらの代表値の変動の考

慮の仕方（一様分布、対数正規分布等）、③計算過程で用いる仮定や推計値の扱い方、④

検出限界のデータの取り扱い等について、どのようなモデルが科学的にもっともふさわ

しいのか精査して最終的な計算を進める必要があると考えられた。 

○ この推定の妥当性や意味づけは、その他の内部被ばく調査等と比較しつつ、検証・分析

することが考えられる。 

○ 水道水は調理でも使われることから、その使用実態も踏まえて評価する必要がある。 

○ 測定対象核種以外の寄与はスケーリングファクタなどを考慮して推計することが考えら

れる。 
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